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年月日 研修会等名 主催・会場等
神田尚弘 塩田裕司 瀬島裕貴

H29.8.21～23 全国高専フォーラム 長岡技科大 三木 勝

H29.8.23～24 中国地区高等専門学校
技術職員研修 徳山高専 神田尚弘

H29.8.30～9.1 中国・四国地区国立大学法人等
技術職員研修 山口大学 岡本純司 三木 勝

H29.8.31～9.1 中国・四国地区国立大学法人等
技術職員組織マネジメント研究会 山口大学 中尾三徳 谷口亜紀子

H29.9.2 日本高専学会　年会・講演会 米子高専 谷口亜紀子

H29.10.25～27 情報担当者研修会 山口大学 三木 勝

H29.10.26～27 中国・四国地区国立大学法人等
労働安全衛生協議会 山口大学 神田尚弘

H30.1.12 情報セキュリティ高度人材育成
実践的サイバー防御演習 石川高専 三木 勝

H30.3.1～3 実験実習技術研究会 信州大学 中島哲史

H30.3.12～13 高専技術教育研究発表会 舞鶴高専 中尾三徳 岡本純司

太字 は技術発表者

参加者
H29.7.11 中国地区高専短期人事交流 松江高専 谷口亜紀子
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５． 外部資金応募  
【１】 科学研究費補助金（奨励研究） 

中尾三徳 日下孝二 河原みほ 中島哲史 西川弘太郎  

神田尚弘 瀬島裕貴 中島紀子 谷口亜紀子 三木 勝  

 

 

６． 津山高専年度計画・実行計画  
 

「Ⅴ．年度計画・実行計画」 に詳細を記載 

 

 

７． 会議  
【１】 教育研究技術支援委員会 

第１回 H29.6.7        第２回  H30.3.9 

 

【２】 技術部定例会議 

 第１回 H29.4.4       第７回    H29.10.31 

 第２回 H29.5.30            第８回    H29.12.5 

 第３回  H29.6.27        第９回    H30.1.30 

 第４回  H29.8.1        第 10回   H30.2.26 

 第５回  H29.8.28       第 11回   H30.3.19 

 第６回  H29.10.3            

 

【３】 中国地区高等専門学校技術長会議（徳山高専） ［中尾三徳］ 

 H29.8.24   

 

【４】 中国・四国地区国立大学法人等技術職員代表者会議（山口大学） ［中尾三徳 神田尚弘］ 
H30.3.22～23                     
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１．機械工学実験実習Ⅴ 
（機械工学科５年） 

代表的な機械要素である歯車・ねじ・軸受を用
いた実験を行っています。 

各測定機器の原理や使い方・測定の要領などを
説明し，正しい測定が行われるよう指導してい
ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一技術班 河原みほ 
 
実験テーマ ： 機械学実験（歯車の測定，ねじ
の測定と強さ，トライボロジー潤滑実験） 

 

 

 

 

 

 

 

第一技術班 中島哲史 
 
実験テーマ ： 流体工学実験 

（管路抵抗測定、流量測定、ポンプ性能測定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本実験では、２コマで３テーマを実験していき
ます。 

座学でも並行して学んでいる分野なので、学生
の理解度を確かめながらしっかり時間をかけ
て進行するよう心がけています。 
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第二技術班 神田尚弘 
 
実験テーマ ： ディーゼルエンジンの性能試験 

  熱交換器の特性試験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二技術班 中島紀子 
 

実験テーマ ： 精密測定実験 

       （真円度測定・平面度測定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エンジンの運転音がかなり大きく、通常の声
の大きさでは聞こえにくいため、意思疎通の
ための合図等を事前に決めてから実験を行う
ようにしています。また、６０～８０℃の湯
の運搬も必要であり、他の実験者に十分注意
しながら行うよう指導しています。 

エンジンの実験に関しては、座学と並行に行
っているため、座学の進捗状況を学生に確認
しながら実験の概要や目的を説明していま
す。 

２テーマ同時に実験をしています。 

色々な測定機器を使用して精密測定をしま
す。 

測定機器の使用方法をわかりやすく説明する
ように心がけています。 
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２．電子制御工学実験Ⅲ 
（電子制御工学科５年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術長    中尾三徳 
第一技術班 西川弘太郎 

 

実験テーマ ： マイクロコンピュータ 

        （ＰＩＣワンチップマイコン） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マイクロコンピュータ工学で習得した基礎知
識を基盤として、総合的内容の実験によりマ
イクロコンピュータの実践的理解を深める。
８週間で８テーマ実験し、毎週、電子回路図
作成（回路図ＣＡＤ）、電子回路配線(ブレッ
ドボード)、マイコンプログラミング（Ｃ言
語）、マイコンへのプログラム書き込み（ライ
ター）、テーマ実践確認、ＯＦＦＩＣＥによる
報告書作成と一連の作業を行う。学生が自由
な発想で実験するため、作業毎の対応に知識
を要する。 
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年月日 研修会等名 主催・会場等

神田尚弘 塩田裕司 瀬島裕貴

H29.8.21～23 全国高専フォーラム 長岡技科大 三木 勝

H29.8.23～24
中国地区高等専門学校
技術職員研修

徳山高専 神田尚弘 【P15】

H29.8.30～9.1
中国・四国地区国立大学法人等
技術職員研修

山口大学 岡本純司 三木 勝

H29.8.31～9.1
中国・四国地区国立大学法人等
技術職員組織マネジメント研究会

山口大学 中尾三徳 谷口亜紀子

H29.9.2 日本高専学会　年会講演会 米子高専 谷口亜紀子 【P17】

H29.10.25～27 情報担当者研修会 山口大学 三木 勝

H29.10.26～27
中国・四国地区国立大学法人等
労働安全衛生協議会

山口大学 神田尚弘

H30.1.12
情報セキュリティ高度人材育成
実践的サイバー防御演習

石川高専 三木 勝

H30.3.1～3 実験実習技術研究会 信州大学 中島哲史 【P19】
中尾三徳 【P21】
岡本純司 【P23】
太字 は技術発表者

平成29年度　学外研修会等一覧

H30.3.12～13 高専技術教育研究発表会 舞鶴高専

参加者

H29.7.11 中国地区高専短期人事交流 松江高専
谷口亜紀子
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発達障害者への安全に配慮した実験実習指導の模索 

 

○神田尚弘* 
*津山工業高等専門学校 技術部 第二技術班 技術専門員 

 

【要旨】 現在，発達障害またはそれが疑われる学生が増加している．実験実習には危険を伴うものが多いが，

特性に配慮し，安全に作業を行わせる必要がある．そのためには指導者側が発達障害に対してある程度の知識

を持つことが必要である．そのために，技術職員向けのマニュアルの作成や安全教育用のビデオの制作を行っ

た．実際の実験実習の現場では，該当学生への対応方法について議論がされているところである． 

 

1．概要 

 

現在，学生の多様化と共に「発達障害」がク

ローズアップされてきている．「落ち着きがな

い」「うまく会話ができない」等の学生は昔か

ら存在したが，それが「発達障害」であり，特

別な配慮が必要であることがわかってきた．ま

た，こういった学生が近年明らかに増加してい

る． 

平成１６年に発達障害者支援法が制定され，

第八条二項において「大学及び高等専門学校は，

個々の発達障害者の特性に応じ，適切な教育上

の配慮をするものとする．」とされており，法

的にも適切な対応が義務づけられている．また，

平成２８年４月施行の障害者差別解消法でも

差別の禁止や合理的配慮を行う必要があるこ

とが明記されている． 

工作機械や様々な実験装置を扱う実験実習

授業においては，作業に危険を伴うものが大変

多く，発達障害またはそれが疑われる学生に対

しては，座学以上に適切な対応が必要である． 

発表者は平成２３年ごろより，この「発達障

害」に対する知識を深め，適切な実験実習指導

について模索し，また他の技術職員へもある程

度以上の知識を持ってもらうための方法を検

討・実施してきた． 

 

2．発達障害かもしれない学生 

 

実験実習指導を行っている際，少数ではある

が「違和感」を感じる学生がいる．「そわそわ

してじっとしていられない」とか「説明しても

聞いているようで聞いていない」「視線が合わ

ない」「こだわりが強く，言うことをなかなか

聞かない」など，言葉にすればどこにでもいそ

うだけれども，うまく説明できないが何か「違

和感」のある学生である．こういった，我々が

「違和感」を持ってしまう学生は，もしかした

ら発達障害かもしれない． 

 

3．発達障害とその種類 

 

発達障害とは，何らかの理由で，脳の発達が

通常と異なることにより社会性やコミュニケ

ーションなどに障害が生じているもののこと

である．知的障害を伴わないものは，学力も低

くない．その問題行動は，基本的に本人のやる

気や育った環境のせいではない．その種類には

広汎性発達障害（高機能自閉症・アスペルガー

症候群など），注意欠如・多動性障害（ＡＤＨ

Ｄ），学習障害（ＬＤ）などがある． 

 図-1のように，定型発達者から発達障害者ま 

では連続（スペクトラム）しており，どこから

が障害とはっきり定義できてはいない． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 発達障害についての考え方 

定型発達 発達障害

普通

個性的

奇異
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また，複数の発達障害が重複している場合も

多く，簡単に判別できるものではない． 

発達障害を持った学生は，考え方やものの理

解の仕方が独特であるため，通常の指導や注意

ではうまくいかないことも多い．遠回しな言い

方では伝わらなかったり，一度に多くの指示を

出すと混乱したりする．座学ではまじめで優秀

な学生が，実験実習では理解が遅く，説明した

ことがなかなかできないといったこともめず

らしくない． 

 

4．マニュアルの作成 

 

我々技術職員は，発達障害やそれが疑われる

学生に対しても，安全を考慮しながら技術指導

を行なっていかなければならない．そのために

はこの「発達障害」に対してある程度の知識を

持つ必要がある．そこで，障害の基本的な知識

や，具体的な事例・実験実習指導時の注意点な

どをまとめた「発達障害者特別支援教育マニュ

アル」を作成した．概要は以下の通りである． 

Ⅰ．発達障害の基礎知識 

Ⅱ．発達障害の種類と特徴 

Ⅲ．合併症・二次障害 

Ⅳ．特別支援教育とは 

Ⅴ．発達障害への行政の対応 

Ⅵ．事例集   Ⅶ．雑学 

Ⅷ．発達障害学生への対応 

 

5．勉強会の開催 

 

この「発達障害者特別支援教育マニュアル」

を用いて，本校技術部で勉強会を開催した．そ

こで，発達障害についての学習をすると同時に，

様々な事例を挙げながら意見交換を行った． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 発達障害者特別支援教育マニュアル 

6．教育用ビデオ制作 

 

発達障害者は，想像力の弱さから言葉での説

明では理解が難しく，絵・画像・映像を用いる

ことが有効とされている．そこで，旋盤やフラ

イス盤・卓上ボール盤での作業をビデオ撮影し

して安全教育に使用した．ただし，画像・映像

も背景にいらないものがあるとそちらに気を

取られるので，図-3のようにパーティション等

を用いてなるべく他の物が写り込まないよう

にした．このビデオは一般学生にも有効である． 

 

7．実際の実験実習での問題 

 

発達障害の診断を受けている学生の多くは，

入学時の調査書で様々な特性が記入してある

そうであるが，特別支援関係組織（本校では総

合支援センター）の見解としては，実際どの程

度の配慮を必要としているのかはやってみな

いとわからないとのことである．一方，実験実

習指導を行っている立場としては，事前に配慮

の方法を示してもらわなければ，事故を防ぐの

は困難であるとの考えが大勢である．そこに，

総合支援センターと現場との不協和があるよ

うに考えられる． 

 

8．おわりに 

 

発達障害者への配慮は当然行われるべきで

あり，かかわるすべての関係者がある程度以上

の知識を持ち，理解を示す必要がある．そのた

めには，発達障害について積極的に学習してい

く必要がある．これは学生教育の一端を担う

我々技術職員には避けて通れない課題である． 

なお，本研究は日本学術振興会 平成２３年

度科学研究費補助金（奨励研究）の助成を受け，

研究を開始し，現在に至る． 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 普通旋盤（背景による違い） 
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工場内における気流を積極活用した省電力での快適作業環境の生成 

 
中島 哲史 

独立行政法人国立高等専門学校機構 津山工業高等専門学校 技術部 

 
 

1.はじめに 

 東日本大震災以来，各地の原子力発電所が運転を停止した状態であり節電は無視できない問題である。しかし節

電の為に冷房を使用しない事により熱中症の危険性が高まるのも事実である。 

 筆者は，津山工業高等専門学校の実習工場において機械加工の技術指導を行

っている。真夏の実習工場内は冷房を停止すると室温が上昇し，集中力やモチベ

ーションが低下する。これらに起因する安全の問題および作業効率から，冷房のな

い環境下における作業はあまりにも過酷かつ危険であると考えられる。以上を踏ま

えて，熱中症予防の観点から節電対策といえども冷房を使用しないことによる節電

は大変難しい実状がある。 

 そこで，快適な作業環境を確保しつつ，より一層の節電対策を考えることが必要と

される。一般的に冷房と扇風機を併用すれば室内全体に冷風が行きわたり，消費

電力は抑えられるとされている。しかし工場のような広い空間では，作業者のいない

場所まで温度を下げる必要はなく，作業者の付近のみ快適にする事ができれば効

率的であると考えられる。 

 そこで本稿では，最適な空調方法を検証し節電対策にともなう作業効率の低下回

避並びに危険防止を目的とした研究結果を紹介する。 

 

2.研究方法 

 研究は津山工業高等専門学校 実習工場内にて，以下のように実施・検証した。 

 

１． 実施期間 

7 月から 8 月の実習作業の行われる日に実施し，熱中症指数と電力量との関係

を検証した。 

 

２． 実施方法 

常用設定温度２６℃を２８℃に設定し，工場の広い面積を考慮し数か所にサーキ

ュレータ送風機や扇風機を設置した。そして作業する箇所に近いサーキュレータ送

風機，扇風機を稼働させて気流の流れを発生させた。 

熱中症指数の測定は計器を４か所に設置し，熱中症の危険度が高まるとアラー

ムが鳴るものを使用した。アラームが鳴った場合は作業を中断し，扇風機を追加す

るなどして熱中症の危険度が低下するような対策を講じた。次に図 4～図 7 のようにエアコン，サーキュレーター送風

機，扇風機の電力量を計測するため電力量計は個別に記録できるものを用意した。 

また数名の作業者には近くの熱中症指数計のアラームが鳴らない場合でも，作業が困難と感じた時は自己申告して

もらいその時の温湿度や天候，体調等を記録し検証材料とした。 

図 3 実習風景 

停止している原子力発電所 

図 2 実習工場 
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図 4 エアコンの電力量測定 図 5 エアコン 

  

図 6 サーキュレータ送風機 図 7 扇風機 

 

３． 検証結果 

  採取したデータのうち，空調使用前の室内温度が３０℃以上の時の消

費電力量をピックアップし，その中でも天候などの条件の近いデータの比

較を行った。検証は冷房を 26℃または 28℃で終日運転したものと作業時

のみ運転する方法で行った。そして送風機の使用の有無と作業者の意見

を考慮して最適と思われる冷房，送風機，扇風機の使用方法を検証し

た。 

  現時点での最適と思われる空調方法は，作業者が不快と感じることな

く作業のできる状態での消費電力のより低かった方法だと考えられる。そ

のなかでも効果的と思われたのが，冷房 28℃と送風機の組み合わせであ

る。消費電力こそ 26℃とはあまり変わらないが，作業場所の温度の下がり

幅は大きく，作業者の意見も送風機のない場合と比べ

てかなり涼しく感じるというものだった。しかし天候条件

等がほぼ同じ日のデータを見ても消費電力にばらつき

が見られ，作業者の意見もその日の体調などで変化し

ていた。現在では天候等の同条件での比較データ数

が絶対的に少ないため，確実性に欠ける部分もあると

思われる。今後は引き続き検証データ数を増やしより

最適な方法を精査する必要があると思われる。 

 

 

図 8 採取データ 

30℃ 26℃
50% 45%
32℃ 29℃
57% 48%
33℃ 26℃
70% 45%
35℃ 25℃
65% 40%
36℃ 26℃
60% 42%

26℃エアコン作業時のみ
運転＋送風機 31.72

作業中も涼しく感じる
風が当たるとひんやりする

26℃エアコン作業時のみ
運転 34.71

室外から入ると涼しい

作業中は少し汗ばむ

※1　温湿度は作業中付近で計測したもの
※2　消費電力は作業中の空調に使用した全ての機器の合計値

あまり涼しく感じない

28℃エアコン連続運転
作業中は汗が流れる

途中作業中断し休憩

28℃エアコン作業時のみ
運転＋送風機 28.95

作業中は汗ばむ
風が当たると結構涼しい

作業者の意見消費電力(kwh)※2

動くと汗ばむ

8月8日

19.18

10.89

検証方法

26℃エアコン連続運転

計測時の
温湿度※１記録日

7月6日

7月14日

7月29日

8月4日

運転前の
温湿度

表 1 データ比較の一部 
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社会変化に対応する技術職員組織のさまざまな取り組みと現状

津山高専 技術部 中尾三徳
 

1.はじめに

平成 28年より津山高専は，学校改組を行い，1
学科 4系の体制を開始した．またこれに合わせ

て，それまでの 4学科（電気電子，機械，情報，

電子制御）から一般科目の分野を含めた 1学科多

コース系（先進科学，機械システム，情報システ

ム，電気電子システムなど）を分野とするものに

なった．これに対応して，学校の職員組織も変わ

り，物理，化学，生物，数学など従来の一般科

目，専門科目の教員もコース系に所属し，卒業研

究を担うことになり，津山高専の全教員が 5年生

を指導していくことになった．

           

図 1.総合理工学科の概要

この変化に対応して，技術職員の業務も大きく

変化し，今まで主担当ではなかった生物，化学，

物理，数学，理学に対応できるように各職員が自

分の専門領域を超えて技術業務支援することにな

った．

図 2.技術部規程抜粋

また，従来の施設名であった組織名を【教育研

究支援センター】から【技術部】という組織名へ

変更した．改組は進行中であるが，津山高専の現

在（平成 29年度）までに技術職員組織が行ったさ

まざまな対応について報告する．

2.津山高専技術部の来歴

まず，技術職員組織の過去の来歴について述べ

る．平成 9年 11月文部科学省より技術専門官，技

術専門職員に関する訓令が出た．これに対応して

津山高専でも技術専門官が誕生した．平成 13以前

の技術職員は，事務部学生課に所属していた．

図 3.技術部の過去の来歴

各学科（４学科），実習工場，電算機室に配属し

ていた．平成 13年,所属は事務部学生課のままで，

教育研究支援センター設置，技術長（技術専門

官），第 1技術班 6名，第 2技術班 6名の総員 13
名 2班制．平成 16年,国立工業高等専門学校機構設

立．技術専門官→技術専門員に改名．平成 20年,任
期制技術長（技術専門員），職としての技術長は，

任期満了交代あり，組織の編成変更あり，3班体

制．平成 22年,3班体制-職員数（定員内）11名
（技術長,1班 3人,2班 4人[技術専門員含],3班 3
人）．平成 23年,高専機構理事長表彰Ｗ受賞．平成

24年,独立行政法人国立高等専門学校機構の本部事

務局の組織等規則に関する 規則第 12条の規定に

基づき再組織化．俸給表に対応する職制を職員と

し，学校内における職制を職とした．

図 4.職員と職の定義

1組織 2技術専門員．3班体制-職員数（定員内）11

名（技術長,1班 3人,2班 4人[技術専門員含む],3班
3人[技術専門員含む] ）職制技術長と技術専門員
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2名の 3名体制開始．平成 24年 3人目高専機構理

事長表彰受賞．平成 28年 4月津山高専学校改組に

準じて組織名変更．【教育研究支援センター】から

【技術部】となる．同時に 3班組織の担当役割の

変更し，新たな学校組織に対応できるように編成

を変更．現在に至っている．津山高専の取り組み

の中で重要なことは，学校組織として【年度実行

計画】の中で組織の構成員を学生，教員，事務

員，技術職員とし，それぞれが目指すものを決め

ていることである．

図 5.津山高専実行計画

3.津山高専技術部のさまざまな取り組み

ここからは，技術職員組織活性化のため取り組

みについて示す．

①再組織化と学則改定

再組織化及び学則改定において，技術部を学則

の中で規定している．

図 6.津山高専学則

業務の実状に応じ，3班制に移行し，業務配分の適

正化を計画している．

②技術部標語・方針の策定

技術部で「技と共生と総合」という標語を掲

げ，技術職員の本来行なうべき業務を「方針」と

して策定し技術部内に周知している．

③技術部業務分担

校内の委員会委員や事務的業務が増加している

中で，業務を適度に分割し，1年任期で担当者・実

行グループを定め，効率的に業務を行なった．

④年度計画・実行計画の策定・実行

技術部として 5つの実行計画を定め，各計画に

数名からなるアクショングループ（科研申請，支

援業務改善，技術研修会，地域貢献，資格取得）

を置き，業務に取り組んでいる．

⑤科学研究費補助金申請 
外部資金獲得のため，科学研究費補助金（奨励

研究）申請を推奨し，調書作成のための研修会を

開催している．平成 29年度分においては，常勤職

員 10名全員が申請し，3名採択に至っている．

⑥事務部との連携

技術部は，従来から学校内外の情報が得にくい

状況であったが，事務部係長以上が出席する事務

部連絡調整会議に出席し，積極的に情報交換を行

っている．

⑦校内行事への参加

入学式の会場設営・片づけ等 学校行事に技術

職員が積極的に参加し，事務部に対して協力的で

あることをアピールし，技術職員に対しては，支

援ではなく業務であることを周知している．

⑧岡山大学との技術連携

平成 22年度より，岡山大学工学部創造工学セン

ターと共同開催で公開講座を行なっている．小学

生対象（岡山大学）で実施した際，参加している

保護者に津山高専のパンフレットを配布し，本校

の課題である岡山県南での知名度向上に貢献して

いる．

⑨技術部報の発行

活動報告である「技術部報」を毎年 6月と定

め，発行している．

⑩技術発表会・技術研修会の実施 

技術職員の専門技術や活動内容を学内に広報す

るため技術発表会を，各技術職員の専門分野の広

範化をめざし技術研修会を，毎年開催している．

⑪定例会議・班長会議の実施

月 1回技術部で定例会議を開催し，意見を出し

あう場を設けている．また，重要事項について，

相談するための技術長・班長会議を必要に応じ開

催している．上記のように，数多くのきめ細かな

対応により，学内で【技術部】が技術職員の【組

織】として認知されるよう努めている．

最後に，津山高専技術部のHPを示します．

http://www.tsuyama-ct.ac.jp/honkou/kojin/bus/shien/

index.htmです．
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物を大切にするという意識を高めることを目的とした実習の開発 
 

津山工業高等専門学校  岡本 純司 
 
１．はじめに 

近年，物が豊かになり生活に必要な物であふれかえり，コンビニエンスストアや１００円均一店とい

った利便性を配慮した店舗が増えており，いつでもどこでも良い物が安く買えるようになった．このよ

うに壊れてもすぐに良いものが買えるため，“物を大切にするという意識”は薄れてきているよう思わ

れる．現在，津山工業高等専門学校（以下，津山高専）で機械加工（旋盤，フライス盤等）の技術指導

を担当しているが，ものを雑に扱う学生が多く，ノギスの測定部分を傷つけたり，バイトを落とし刃先

が欠けるなどという事例は多くあり，“物を大切にするという意識”が薄れてきていることを肌で痛感

している．高専生の卒業後は生産現場で働くことが多く，道具や工具の良し悪しで生産効率が変わって

いくため，“物を大切にするという意識”は大変重要である． 
以上のような現状を踏まえ，破損した工具，器具を使用した測定や加工がどのような不具合をもたら

すのかを動画や実践で体験させ，それをグループディスカッションすることにより，工具、器具の破損

が及ぼす影響を共有することで，“物を大切にするという意識”を高めることを目的とする． 
   
２．研究方法 

今回新実習の開発にあたり，現在担当している旋盤加工

を対象とする． 
まず，ノギスや工具が破損する状況を画像や動画で撮影

する．また，通常の工具を使用しての加工と破損した工具

を使用しての旋盤加工を撮影する． 
旋盤加工を体験した学生を数名程度選出し，グループを

２つに分け，１つ目のグループはノギスの破損する状況を

視聴し，通常のノギスと破損したノギスを使用し測定を行

う．測定後，どのような不具合があったかを話し合い，

意見をまとめる．２つ目のグループは通常の工具を使用

しての加工と破損した工具を使用しての加工を動画で視

聴し，その時加工した加工物を手に取って見せる．視聴後

どのような不具合があったかを話し合い，意見をまとめ

る．終了後まとめた意見をグループごとに発表を行い，意

見の共有を図る．その後アンケートを実施し，ノギスや工

具の破損における加工精度の低下の理解や，破損しないた

めの対応を調査し，“物を大切にするという意識”が高ま

ったかを検証する． 
 
 
 

図１．実習風景 

図２．破損の様子 
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３．実施状況 
 津山高専機械工学科３年生４名で実施した．まず実

習目的を説明し，工具や器具の破損する動画や画像を

視聴し状況の確認をする．その後破損した工具器具に

関する不具合等のディスカッションを行い，意見をま

とめ発表を行う．本来ならグループを２つに分けるの

だが，人数が少なかったため，ノギスと工具の意見を

発表してもらった．最後にアンケートを書いてもらい，

実習内容についての意見交換を行った．今後は津山高

専機械システム系 2 年生を対象に実習を行う予定であ

る． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 

 
 

 
４．まとめ   

今回新実習ということで，準備や進行に不安があったが，概ね良好に終了できたことに大いに満足し

ている．これを機にすこしでも物を大切にするという意識を高めるきっかけになる事を期待したい．今

後の改善として，学生からもらった意見を参考に説明の順番を変え，ディスカッションの時に動画や画

像に影響されないような意見が出るよう工夫していきたい．また，実習を多くこなしスパイラルアップ

させ，実習の精度を高めていきたい． 
 

５．謝辞   
 本研究は日本学術振興会科研費１７H００２３３の助成を受けたものです． 

 
実習目的の説明 

 
 

破損状況の実践 
 
 

ディスカッション 
 
 

まとめ、発表 
 
 

アンケート 

図３．実習の様子 

図４．実施手順 図５．アンケート 
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物を大切にするという意識を高めること
を目的とした実習の開発

津山工業高等専門学校
技術部 第一技術班

岡本 純司

背景
コンビニや100円均一、インターネットショップなどで

ほしいものがすぐに手に入る

すぐ手に入るので物の扱いが雑になる

物を壊す、なくす

そうならないように

物を大切にする

目的
物が壊れる事例を確認

壊れた物を使用して、不具合を確認

物を壊さないにはどうすれば良いか

物を大切にするという意識を高める

準備

・旋盤作業の動画を撮影する

・破損した工具を使用した旋盤作業の動画を撮影する

・撮影した動画を編集し、視聴用の動画を作成する

・破損した工具、器具の写真を撮影する

・写真を編集し、視聴用の写真を作成する

・破損したノギス

・欠けた工具

・欠けた工具を使って加工した加工物

１．動画の撮影

３．実物の準備

２．写真の撮影

対象：旋盤作業

動画 写真
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写真 実施内容
・動画と写真、実物を見せて、どのような状況で物が壊れるか
を見てもらう 10分

・グループを分ける。20分
グループ１：壊れたノギスで測定してもらい、どのような

不具合があるか、またどうしたら防げるかをを話
し合いまとめる。

グループ２：壊れたバイトとそれで加工した工作物を見てもら
い、どのような不具合があるか、またどうしたら
防げるかをを話し合いまとめる。

・まとめた結果を発表し、質疑応答する。10分

・アンケート 10分

ディスカッション

役割分担

進行役（意見を求める）

書記（意見の収集、まとめ）

発表者（まとめの発表）

・原因

なぜそのようなことが起こったか？

・影響

それによりどのような不具合が生じるか？

・対策

防ぐにはどうすれば良いか？

実施状況
・対象：M-3学生 4名
・日時：平成29年12月19日（火）15:00～
・場所：M-3ホームルーム

アンケート結果

結果

・実習のペースが早い

・実習内容は理解できた

・今後役に立つ

意見

・物に対する意見（見方）が変わった

・気づかされたことがあった

・大人数でやりたかった

まとめ

・準備や実施に際し、概ね良好にできた

・アンケート結果も良好であった

・意見を参考にし、実習の精度を高める

・今後は２－MのHRで実習を行う予定
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マイコンゲーム機を作る
公開講座の提案

技術部 技術長 中尾三徳

はじめに
• 近年、マイコンのプラットフォームを使ったＩｏＴ機器
が低価格で販売されており、マイコンを身近に使う
ことが出来るようになっている。津山高専１年生の
総合理工実験実習（マイコン実習）では、IｃｈiｇｏJａ
ｍマイコン教材を使って、ハード作成（半田付け）、
ソフトウェア（プログラム入力）を実施している。

• ２０２０年から小学校高学年でプログラミングの授
業が開始されることになっている。そこで、小中学
生を対象とした公開講座を計画した。この講座はＩ
ｃｈiｇｏＪａｍの製作と簡単なプログラムを通してマ
イコンの理解と体験実践をしてもらうことです。

2

技術部公開講座の来歴（新しい順）

平成29年度＋平成28年度＋平成27年度（３年継続）

【七色に光る！Ledフォトスタンドをつくろう】

平成26年度＋平成25年度＋平成24年度（３年継続）

【暗やみでユラユラ光るＰＥＴボトルでＬＥＤランタンを作
ろう】

平成23年度＋平成22年度（２年継続）

【岡山大学：小学生のための工学実験教室へ協賛】

3

マイコンゲーム機公開講座の概要
• １日（４時間）で、ゲーム機（IchigoJam）の作製、
ゲームソフトウェア(BASIC)の導入、ゲームソフト
(インベーダ）の実行体験を実践してもらいマイコン
を理解していただく。

– 1 時間目

– 2 時間目

– 【 昼食 】

– 3 時間目

– 4 時間目

– 最後（表彰）

①ＩchigoJam回路の半田づけ＆②十字入力装置を１０人
づつに分かれて１時間交代で作製

②午前中に作ったＩｃｈｉｇｏＪａｍと入力装置を組み合わせ
てゲーム機を完成させて、ＢＡＳＩＣ言語を少し勉強したあ
と、自作インベーダーゲームで得点競技をする。

③ゲーム競技得点優秀者上位３名表彰（景品付き）

4

費用（部品代）
①ＩｃｈｉｇｏＪａｍマイコン ￥1,500

②ＲＦモニター（10インチ） ￥1,200

③ブレッドボード ￥ 120

④ＲＦケーブル（例：黄色映像）￥ 100

⑤ジャンパー線 ￥ 100

⑥タクトスイッチ（４個） ￥ 40

⑦ゲーム機台（板） ￥ 100

⑧ＵＳＢ電源（ケーブル） ￥ 200

合計 ￥3,360

5

作製手順①ＩｃｈｉｇｏＪａｍ半田付け

①それぞれの素子をＩｃｈｉｇｏＪａｍ基板にはんだ付け
します。（大きな素子のみ、マイコンのＰｉｎ回りは前
もって、半田付けしておく）赤線で囲んだところ

②完成したＩｃｈｉｇｏＪａｍマイコンの動作チェック（技術
部担当員）

6
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作製手順②十字入力ＰＡＤ作製

①小型ブレッドボードにそれぞれの素子をジャン
パー線を用いて配線します。

②完成した十字入力ＰＡＤの動作チェック（技術部担
当員）※ＲＧＢＬＥＤランプによるスイッチ点灯確認

7

作製手順③シミュレータ（ＰＣ）によるＢＡＳＩＣ言語の
操作とインベーダーゲームソフトの書き込み

8

まとめ１

最終的に完成するシステムは以下です。

9

まとめ２
実行画面は以下です。

10

参考資料①

×

イチゴジャムでＢＡＳＩＣ言語を使用する場合以下の
付属装置が必要となります。×がありません。

11

参考資料②

イチゴジャムとパソコンで連携してＢＡＳＩＣ言語を使
用する場合以下の付属装置等が必要となります。

12
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平成２９年度 年度計画・実行計画 

○年度計画 
技術職員の技術能力の向上を図り、学生教育に反映させる。 

 

○実行計画 
技術職員の技術能力の向上を図るため、次のことに取り組み、学生教育に反映さ

せる。 
 
①  外部資金獲得へ向け、平成２９年度の科学研究費の申請結果を精査・検討し、

勉強会等を開催して、平成３０年度採択を目指し申請をする。 

・昨年度の取り組み成果として 3 名が奨励研究に採択された。 
・平成 29 年度の分野別採択率や高専職員採択結果を調査し、採択者 3 名を講師として、採

択率の向上を目的とした研修会を実施した（8 月 1 日）。 
・平成 30 年度科学研究費補助金の公募開始から学内締切りまで、関係書類作成等を計画的

に進めるため、申請スケジュールを作成し、日程の管理を行った結果、本年度は 10 名が

科研申請を行った。 
 

②  技術職員が担当する実験実習及び設備・装置の改善に取り組む。 

・平成 30 年 3 月までに下記タイトルで電気・電子系 1 件の業務改善、機械系 3 件の新規

テーマ、合計 4 件の支援業務改善（実験実習関係）を実施した。 
「電気電子システム系２年生 改組による電気実験の内容見直し」      【P35】 
「機械システム工学実験実習Ⅱの開発（立フライス、ＮＣ旋盤、溶接等）」 

【P36】【P37】【P38】 
 

③  技術研修会等、専門分野以外の技術習得に取り組み、多方面に渡る技術のスキ

ルアップを目指す。 
・各専門分野の実験実習や新規テーマの内容で、今後開催可能と思われるテーマの選定を

行った。 
・「IchigoJam の製作 半田付け」をテーマとして、技術研修会を実施した（11 月 22 日）。 

 
④  公開講座の開催及び企業等への技術的支援を行い、地域社会に貢献する。 

・技術部主催の公開講座「七色に光る！ＬＥＤフォトスタンドをつくろう」（小 4～中 3）
を実施した（8 月 5 日）。 
・企業からの技術相談及び試験・分析の受託を 10 件実施した。 
・「平成２９年度実践型地域雇用創造事業機械加工標準・ＮＣ旋盤技術教育」の講師として

技術協力を行った。 
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⑤  技術分野の講習会等への参加及び資格取得に取り組み、独自技術能力を深める。 

・学内ネットワークの技術部共有フォルダに保管してある「各種資格・技能講習等の受験・

受講情報」のデータ更新をした（6 月）。 
・機械系・電気系・情報系のセミナーや講習会および展示会の開催一覧表を作成・掲示し、

参加者を募った（6 月）。 
・「情報担当者研修会」に 1 名が参加した（10 月）。 
・国立研究開発法人情報通信研究機構「実践的サイバー防御演習」を 1 名が受講した（1
月）。 
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支援業務改善報告書 
平成３０年３月５日提出 

改 善 名 ： 電気電子システム系２年生 改組による電気実験の内容見直し 
実験実習名 ： 電気電子システム工学実験実習Ⅰ後期（電気電子システム系２年）   

電位降下法・置換法 
リレーシーケンスの実習 
オシロスコープの取り扱い 

実 施 年 月 ： 平成２９年１０月 
実 施 者 ： 第二技術班  神田 尚弘   塩田 裕司   瀬島 裕貴   
 
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 
［問題点］ 

電気電子工学科で行っていた実験を電気電子システム系に移行するにあたり、各テーマ何ら

かの問題があった。 
 
［改善内容］ 
  電位降下法・置換法 
   ３年生１４０分 → ２年生９０分 のため、実験内容を削減及び易化し、テキストを修

正した。 
 
  リレーシーケンスの実習 

９０分×２回 → ９０分×１回 になるため、実験内容を削減した。また、従来の実験

装置は回路の図記号が旧ＪＩＳであったため、新規に購入し、それに合わせてテキストを

修正した。 
 
  オシロスコープの取り扱い 

１年後期９０分×１回、２年前期９０分×１回の計２回 → ９０分×１回 にするが、

前期に他の実験で多少使用していることも考慮に入れて実験内容を変更し、テキストを修

正した。 
 
［改善効果］ 
   改組前と後では、座学の進度が違うため、それに合わせた内容に修正しており、そのまま

移行するよりは、大幅に理解しやすい内容となっている。 
 
 

─ 34 ─ ─ 35 ─



支援業務改善報告書 
平成３０年３月１５日提出 

改 善 名 ： 機械システム工学実験実習Ⅱの開発 
実験実習名 ： 機械システム工学実験実習Ⅱ（総合理工学科機械システム系３年）  
        機械加工 
実 施 年 月 ： 平成３０年３月 
実 施 者 ： 第一技術班  中島 哲史  
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 
［開発理由］ 
学科改組に伴い、新たに機械システム系３年生の実験テーマを開発する必要があった。 

 
［内容］ 

主に工作機械は立フライス盤、ボール盤を使用する。また仕上げ作業、ケガキ作業は手作業を

行う。１年、２年時での実習を生かし応用的な作業を習得することを目的とする教材を開発した。 
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支援業務改善報告書 
平成３０年３月３０日提出 

改 善 名 ： 機械システム工学実験実習Ⅱの開発 
実験実習名 ： 機械システム工学実験実習Ⅱ（総合理工学科機械システム系３年）   

NC 旋盤 
実 施 年 月 ： 平成３０年４月 
実 施 者 ： 第一技術班  河原 みほ   
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 
［改善内容］ 
 平成 28 年度の学科改組により，実験実習の内容が変更となったため，新テーマの開発を行った。

実習テーマは NC 旋盤で，140 分×3 回で行う内容であることを前提として，課題作品の設計お

よび実習用テキストの作成を行った。 
NC 工作機械の特徴を理解し，NC 旋盤の基本的なプログラミングおよび機械操作が習得できる

内容とした。 
 
 
 
 

 

課題 
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支援業務改善報告書 
平成３０年３月９日提出 

改 善 名 ： 機械システム工学実験実習Ⅱの開発 
実験実習名 ： 機械システム工学実験実習Ⅱ（総合理工学科機械システム系３年）   

溶接 
実 施 年 月 ： 平成３０年４月 
実 施 者 ： 第一技術班  岡本 純司    
分   類 ： 教育効果  安全対策  時間短縮  費用削減   
        その他（        ） 
手   法 ： 装置等製作・改良  指導方法改善  実験方法変更 

 新テーマ開発  その他（        ） 
 
［開発理由］ 
学科改組による実験実習内容の変更のため、新３年生の実習テーマの開発が必要になった。 

 
［内容］ 
学科改組による実験実習の変更のため実習テーマの開発を行った。実習テーマは溶接で１４０

分×３回で行う内容にする。１回目はアーク溶接の説明と簡単な実技を取り入れ、基礎的な溶接

の知識や技能の習得を図る。２回目はスミ肉溶接を取り入れ、少し高度な溶接を体験し、溶接技

術の向上を図る。３回目は CO₂溶接、TIG 溶接、プラズマ切断を取り入れ、様々な溶接や溶断を

体験し、幅広い溶接知識の習得を図る。改組前の溶接実習を参考にして、基礎から幅広い溶接技

術の習得が出来るよう開発を行った。 
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津山工業高等専門学校先進教育支援貢献賞 

 
表彰部門  ： 先進教育支援貢献賞 
所属・職名 ： 技術部 技術職員 
氏   名 ： 三木 勝 
題   名 ：  教育活動の支援に関する優れた取り組み 

 
 
【概 要】 

平成 29 年 7 月 11 日に、津山工業高等専門学校先進教育支援貢献賞を受賞した。三木の取組

みが「永年にわたり、精力的に教育支援を実践し、相当程度の成果を収めるとともに、今後も継

続して活動が期待できる。」と評価された。 
 

 

 
【推薦理由】 
 三木技術職員は平成２０年４月に本校へ着任し、平成２３年４月から総合情報センター専門職

員を担当しています。三木専門職員は、ストレスなく情報教育ができるよう演習室 PC などの教

育システムの保守管理、教職員が安定的に業務や教育ができるよう情報基盤ネットワークの維持

管理に尽力しています。さらに機構本部の推進する ICT を活用した教育の導入・保守のために従

来のユーザの登録・変更作業の他に Office365 のユーザ登録、BlackBoard へのユーザおよび授業

登録、無線 LAN へのユーザ登録作業、緊急連絡網への連絡先登録など登録作業だけでも従来の

４倍程度の作業量となっています。また、近年、増加している一般ユーザを標的としたセキュリ

ティ対策の充実として ESET のインストールを簡便に行えるようにしています。さらに、近年多

発している教職員・学生のパスワード忘れの対応も行っています。ICT 活用による通常業務の肥

大化によって年々重要度を増すセンター業務に対して三木専門職員は専門知識と熱意により６年

間に亘り尽力しています。 
以上の理由により、表彰規定の第８条に該当するものと判断し、三木専門職員を先進教育支

援貢献賞に推薦する次第であります。 
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新任技術職員紹介 
 

 

技術部 第二技術班 松永 健志 

 

１．自己紹介 

平成３０年３月１日付けで技術部 第二技術班に
配属となりました松永健志です。 
５年前まで、津山高専電気電子工学科に所属して

いました。その後、福島県楢葉町にあるＪヴィレッ

ジで、福島第一原子力発電所廃炉作業員の被ばく線

量データ管理、及び、線量測定器の保守点検の仕事

をしていました。当時、凍土遮水壁と３号機原子炉

建屋カバーリング工事、がれき撤去工事の作業員を

担当し、１日約５００人分の被ばく線量データを入

力、確認していました。作業員の被ばく線量が線量

限度を超えていないか、作業時間や作業内容に対し

て想定以上の被ばくをしていないかなど、２４時間

休むことなく続く廃炉作業を少しでも安全に取り

組めるよう、そのデータが活用されていました。 
また、その間に東京未来大学こども心理学部こど

も心理学科通信教育課程に入学し、教育学及び、教

育心理学を学びました。仕事と勉強の両立は大変で

したが、先生方にも助けられながら、小学校教諭一

種免許状、幼稚園教諭一種免許状を習得し卒業する

ことができました。 

２．今後の抱負 

津山高専で授業を受けた経験と、学んだ教育学を

生かし、丁寧な実験実習支援・指導を心がけます。 
一年間の期限付きの勤務ではありますが、精一杯

努めてまいりますので、ご指導の程よろしくお願い

します。 
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技術職員挨拶 
 

 

技術部 第一技術班 西川弘太郎 

 

「10年間、お世話になりました。」 

 
突然ですが、平成 29年度をもちまして、技術部を去ることになりました。 
平成 20年度の採用以降、10年間、電子制御工学科および機械システム系の実験実習技術指導に従事して

きました。実験実習では、実験テーマ開発、指導書執筆、レポート指導まで担当させていただき、自分自身

も大変勉強になりました。また、本校からは技術士と博士の学位取得の機会を与えていただきました。両者

を通常業務を行いながら取得できたのは、技術部の同僚や本校教職員の皆様のサポートのおかげだと思いま

す。ここに、御礼申し上げます。今後は、本校教員として、引き続き勤務させていただきます。この 10年
間の技術職員としての経験を活かし、教育・研究に精進していきたいと思います。ありがとうございました。 
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免許・資格・試験名など 取得数

（機械系）

・二級ボイラー技士 1

・ガス溶接技能講習修了 3

・アーク溶接等の業務に係る特別教育修了 5

・研削といし取替え等の業務に係る特別教育修了 4

（電気電子系）

・第二種電気工事士 2

・工事担任者　デジタル１種 1

（情報系）

・情報処理技術者試験　初級システムアドミニストレータ 2

・情報処理技術者試験　基本情報処理技術者 1

・Word文書処理技能認定試験　1級 1

・Excel表計算処理技能認定試験　1級 1

・情報活用試験１級 1

・情報システム試験 1

・Oracle Silver 1

・Cisco CCNA 1

・HP-UX 1

・CIW SecurityAdministrator 1

（その他）

・乙種第3類危険物取扱者 1

・乙種第4類危険物取扱者 2

・乙種第5類危険物取扱者 1

・実用英語検定　準2級 1

・日商簿記　2級 1

・安全管理講習修了 3

・特別管理産業廃棄物管理責任者講習修了 1

・普通救命講習Ⅰ修了 12

・第一種衛生管理者 1

・認定心理士 1

・心理学検定　1級 1

保有資格一覧
H30.4.1現在
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○津山工業高等専門学校技術部組織規程 

平成 28 年２月 17 日 

規 程 第 ３ 号 

 

改正  平成 29 年３月 21 日規程第 34 号  

（趣旨） 

第１条 この規程は，津山工業高等専門学校学則第 10 条の２に定める津山工業高

等専門学校技術部（以下「技術部」という。）の組織について定めるものとする。 

（目的） 

第２条 技術部は，教育及び研究のための技術支援，地域社会との連携及び技術協

力並びに技術職員の能力・資質の向上を図り優れた人材を確保することを目的と

する。 

（業務） 

第３条 技術部は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる業務を所掌する。 

(1) 教育及び研究に対する技術支援の基本計画の策定に関すること。 

(2) 学生の実験，実習，卒業研究等の準備等及び技術指導に関すること。 

(3) 技術の継承及び保存並びに技術向上のための技術研修，技術発表会及び技術

講演会等の企画・実施等に関すること。 

(4) 各種技術支援に関すること。 

(5) 技術資料の作成，保管及び提供等に関すること。 

(6) その他技術部の目的達成のため必要な事項に関すること。 

（技術班） 

第４条 技術部に，第一技術班，第二技術班及び第三技術班を置く。 

(1) 第一技術班は，次の業務を分掌する。 

  ア 機械工学分野に関する前条の業務 

  イ その他第一技術班の管理運営に関すること。 

(2) 第二技術班は，次の業務を分掌する。 

  ア 電気電子工学分野及び理学系分野に関する前条の業務 

  イ その他第二技術班の管理運営に関すること。 

(3) 第三技術班は，次の業務を分掌する。 

  ア 情報工学分野に関する前条の業務 

  イ その他第三技術班の管理運営に関すること。 

─ 48 ─ ─ 49 ─



 

２ 各班は，前項に掲げる業務の分掌にかかわらず，相互に連携協力して技術部の

業務を円滑に遂行するものとする。 

（職員） 

第５条 技術部に，次に掲げる職員を置く。 

(1) 技術長 

(2) 技術専門職員 

(3) 技術職員 

２ 技術部に，前項に規定するもののほか，技術専門員及びその他必要な教職員を

置くことができる。 

（組織） 

第６条 技術部の組織に次の各号の職を配置する。 

(1) 技術部長 

(2) 技術長 

(3) 技術班長 

(4) 副技術班長 

(5) 主任技術員 

(6) 技術員 

(7) 技術補佐員 

２ 技術部長は，教員のうちから,校長が任命する。 

３ 技術長は，前条第１項第１号，第２号又は前条第２項の職員のうちから技術部

長が推薦し，校長が任命する。 

４ 技術班長及び副技術班長は，前条第１項第２号又は前条第２項の職員のうちか

ら，校長が任命する。 

５ 主任技術員は前条第１項第２号又は第３号の職員のうちから,校長が任命する。 

（職務） 

第７条 技術部長は，校長の命を受け，第３条各号に掲げる技術部の業務を統括す

る。 

２ 技術長は，上司の命を受け，各技術班の連絡調整及び統括を行い，高度の専門

的な技術に基づく教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の

技術指導を行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術研修に関する企画及び

連絡調整を行う。 

３ 技術班長は，上司の命を受け，技術班の業務を掌理し，高度の専門的な技術に

基づく教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を
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行うとともに，技術の継承及び保存並びに技術研修に関する調査研究を行う。 

４ 副技術班長は，技術班長を補佐し，高度の専門的な技術に基づく教育研究技術

支援のための技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行うとともに，技術

の継承及び保存並びに技術研修に関する調査研究を行う。  

５ 主任技術員は，上司の命を受け，専門的な技術に基づく教育研究技術支援のた

めの技術開発及び技術業務並びに学生の技術指導を行う。 

６ 技術員は，上司の命を受け，教育研究技術支援のための技術開発及び技術業務

並びに学生の技術指導を行う。  

７ 技術補佐員は，上司の命を受け，教育研究技術支援のための技術業務及び学生

の技術指導を行う。 

（雑則） 

第８条 この規程に定めるもののほか，技術部の運営に関し必要な事項は，別に定

める。 

 

附 則 

この規程は，平成 28 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 29 年３月 21 日規程第 34 号） 

この規程は，平成 29 年４月１日から施行する。 
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○津山工業高等専門学校教育研究技術支援委員会 

規程 

平成 29 年３月 21 日 

規 程 第 1 0 号 

（目的） 

第１条 津山工業高等専門学校に，技術部及び実習工場の円滑な運営を図るため，

津山工業高等専門学校教育研究技術支援委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

（所掌事項） 

第２条 委員会は，前条の目的を達成するため，次の各号に掲げる事項を所掌する。 

(1) 技術部の業務計画に関すること。 

(2) 実習工場における実習内容及び実習時間割の編成に関すること。 

(3) その他技術部及び実習工場の重要事項に関すること。 

（組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者をもって組織する。 

(1) 技術部長 

(2) 実習工場長 

(3) 専攻科長 

(4) 系長 

(5) 学科長 

(6) 総合情報センター長 

(7) 地域共同テクノセンター長 

(8) 技術部技術長 

(9) 実習工場主任 

(10) 技術部技術班長 

(11) 学生課長 

（委員長） 

第４条 委員会に委員長を置き，技術部長をもって充てる。 

２ 委員長は，委員会を招集し，その議長となる。 

３ 委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名した委員が，その職務を

代行する。 

（意見聴取） 
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第５条 委員会が必要と認めたときは，委員以外の者の出席を求め，その意見を聴

くことができる。 

（事務） 

第６条 委員会の事務は，技術部において処理する。 

（雑則） 

第７条 この規程に定めるもののほか，委員会に関し必要な事項は，別に定める。 

 

附 則 

この規程は，平成 29 年４月１日から施行する。 
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    編集後記 
       技術長 中尾三徳 

 

 平成 30年度津山高専は、改組 3年目となりました。技術部の行事として西日本地域技術

職員特別研修会の担当校となり、実施に向けて忙しい新年度が始まりました。 

学校改組後に入学した新カリキュラムの学生が全学生の半数を超え、いろいろな面で変

化が現れてきています。 

 本報告は、改組 2 年目の実施報告書となっており、第 2 学年生が初めて、各系に分かれ

て配属され、専門知識技術を学修しました。それに対応して技術部技術職員も各系で実施

される学生の実験実習を支援しました。今後も本報告書で技術職員の改組に対応した実践

の跡を報告させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

      編集担当 神田尚弘 

        日下孝二 

        中島哲史 

津山工業高等専門学校 技術部報 第１３号 
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